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こ
の
ほ
ど
「
令
和
五
年
度
の

税
制
改
正
大
綱
」
が
明
ら
か
に

な
り
、
そ
の
中
で
来
年
一
月
一

日
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
『
電
子

帳
簿
保
存
法
』
の
要
件
が
大
幅

に
緩
和
さ
れ
、
二

〇

二

四

年

以

降

に

お

い

て

も

、

電
磁
的

記
録
を
紙
に
出
力
し
て
保
存
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ

う

に

な

り

ま

し
た
。 

 

「
電
子
長
保
保
存
法
」
と
は 

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま 

                     

で
に
行
う
電
子
取
引
に
つ
い
て

は
、
保
存
す
べ
き
電
子
デ
ー
タ

を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
保
存

し

、

税

務

調

査

等

の

際

に

提

示
・
提
出
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
も
の
で
、
こ
の
法
律
は
昨

年
四
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
て

い
る
が
、
今
年
末
ま
で
猶
予
期

間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

請
求
書
・
領
収
書
・
見
積
書

な
ど
に
関
す
る
電
子
デ
ー
タ
を 

送
付
・
受
領
し
た
場
合
に
は
、  

そ
の
電
子
デ
ー
タ
を
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
形
で
保
存
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
申
告
所
得

税
・
法
人
税
に
関
し
て
帳
簿
書

類
の
保
存
義
務
が
あ
る
全
て
の

業
者
が
対
応
と
な
り
ま
す
。 

 

保
存
す
べ
き
電
子
デ
ー
タ
と

は
、
紙
で
や
り
と
り
し
て
い
た

場
合
に
保
存
が
必
要
な
情
報
が

含
ま
れ
る
電
子
デ
ー
タ
請
求
書
、

領
収
書
、
契
約
書
、
見
積
書
な

ど
で
、
受
け
取
っ
た
場
合
だ
け

で
な
く
、
送
っ
た
場
合
に
つ
い

て
も
保
存
が
必
要
で
す
。  

例

え

ば

、

電

子

メ

ー

ル

の

本
文
、
・
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
請

求
書
に
相
当
す
る
情
報
を
や
り

取
り
し
た
場
合
や
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上

で
行
っ
た
備
品
等
の
購
入
に
関

す
る
領
収
書
等
に
相
当
す
る
情

報
が
サ
イ
ト
上
で
の
み
表
示
さ

れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

電
子
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ 

や
ス

ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
に
よ
る
保

存
も
可
）
。 

そ

し

て

来

年

一

月

日

よ

り

『
電
子
帳
簿
保
存
法
』
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
が
、
た
だ
、
与
党

自
民
党
な
ど
で
は
、
中
小
企
業

を
中
心
に
同
法
に
準
拠
し
た
経

理
業
務
の
見
直
し
や
シ
ス
テ
ム

の
導
入
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で

い
な
い
実
態
が
あ
り
、
同
時
期

に
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
）
」
が
始

ま
る
こ
と
も
あ
り
、
企
業
の
負

担
を
減
ら
す
狙
い
か
ら
、
紙
で

の
保
存
も
容
認
し
た
も
の
と
見

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
日
本
商
工
会
議
所
と

東
京
商
工
会
議
所
が
昨
年
九
月

に
発
表
し
た
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
請
求
書
デ
ー
タ
の
電
子
保

存
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
整
備
状

況
は
小
規
模
企
業
ほ
ど
進
ん
で

お
ら
ず
、
「
内
容
を
よ
く
理
解

し
て
お
ら
ず
、
何
も
し
て
い
な

い
」

と

の

回

答

は

全

体

で

四

三
・
〇
％
、
売
上
高
が
一
〇
〇

〇
万
円
以
下
の
事
業
者
で
は
五

六
・
八
％
と
過
半
を
占
め
て
い

る
背
景
が
あ
り
、
こ
う
し
た
こ

と
も
考
慮
し
た
も
の
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

た
だ
、
電
子
帳
簿
保
存
法
に

は
、
①
オ
フ
ィ
ス
の
省
ス
ペ
ー

ス
化
②
業
務
の
効
率
化
③
コ
ス

ト
の
削
減
④
環
境
問
題
へ
の
配

慮
⑤
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
等 

メ
リ
ッ
ト
も
多
く
、
い
ず
れ
は

こ
う
し
た
流
れ
に
な
る
こ
と
は

必
然
で
あ
る
た
め
、
小
規
模
・

零
細
企
業
で
も
、
近
い
将
来
に

備
え
て
検
討
を
始
め
る
必
要
は

あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。 
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電子帳簿保存法の要件が大幅緩和  

電子取引データは紙保存も可能に 
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一

昨

年

か

ら

タ

ッ

ク

紙

や

イ
ン
キ
、
雄
型
用
紙
な
ど
の
関

連
商
品
の
値
上
げ
攻
勢
が
止
ま

ら
な
い
が
、
こ
こ
へ
き
て
ま
た

雄
型
用
紙
の
値
上
げ
が
通
告
さ

れ
、
四
月
一
日
よ
り
平
均
で
十

五
％
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。 

 

雄
型
用
紙
は
一
昨
年
の
十
一

月
二
十
一
日
出
荷
分
よ
り
平
成

二
十
年
以
来
の
、
値
上
げ
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
昨
年
十
月
二

十
一
日
出
荷
分
よ
り
二
回
目
の

値
上
げ
と
な
り
、
そ
し
て
今
回

ま
た
四
月
一
日
よ
り
三
回
目
の

値
上
げ
を
通
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

雄
型
用
紙
は
仕
入
れ
先
の
下

田
工
業
が
三
木
特
殊
紙
か
ら
材

料
を
購
入
し
、
そ
れ
を
雄
型
用

紙
に
加
工
し
て
い
る
が
、
現
在

値
上
げ
幅
と
実
施
時
期
に
つ
い

て
下
田
工
業
と
交
渉
し
て
お
り
、

確
定
次
第
組
合
員
・
協
賛
会
に

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

三
木
特
殊
紙
か
ら
の
価
格 

改
定
の
お
願
い
文(

抜
粋) 

一

昨

年

来

、

原

材

料

・

国

際
物
流
コ
ス
ト
の
高
騰
、
更
に

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
、

急
激
な
為 

替
変
動
に
よ
り
コ 

    ス
ト
が
大
幅
に
上
昇
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
間
お
客
様
各
位
に

も
価
格
改
定
の
お
願
い
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が 

ら
、
昨
年
の
価
格
改
定
打
診
以

降
、
電
気
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ 

等
に
つ

い
て
更
な
る
値
上
げ
・
高
騰
が

起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
当
然
、

継
続
し
て
最
大
限
の
合
理
化
及

び
コ
ス
ト
削
減
の
取
り
組
み
を

弊
社
に
て
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
ま
っ
た
く
追
い
付
い
て
い

な
い
状
態
で
す
。  

そ

こ

で

誠

に

不

本

意

で

は

あ

り

ま

す

が

、

安

定

し

た

生

産
・
販
売
を
継
続
す
る
た
め
コ

ス
ト
上
昇
分
の
価 

格
転
嫁
、

及
び
不
採
算
の
是
正
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
の
判
断
に
至
り
ま

し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
再
度
の

お
願
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
下

記
の
通
り
販
売
価
格
の
改
定
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

厳
し

い
経
済
状
況
下
、
こ
の
様
な
お

願
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

何
卒
、
諸
般
の
事
情
を
賢
察
の

上
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

     

日
本
印
刷
産
業
連
合
会
で
は 

一
月
三
十
日(

月)

に
、
Ｇ
Ｐ

工

場

交

流

会

と

同

時

開

催

で

「
新
た
な
化
学
物
質
管
理
規
制

の
導
入
に
よ
る
法
改
正
と
そ
の

対
応
」
を
テ
ー
マ
に
労
働
安
全

セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
に

て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

初
め
に
日
本
印
刷
産
業
連
合

会
常
務
理
事
の
倉
持
哲
雄
の
開

会
挨
拶
で
始
ま
り
、
新
規
Ｇ
Ｐ

認
定
工
場
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

続

い

て

特

別

講

演

と

し

て

「
新
た
な
化
学
物
質
管
理
規
制

の
導
入
に
よ
る
法
改
正
と
そ
の  

    

対
応
」
と
題
し
て
、
中
災
防
大 

阪
労
働
衛
生
総
合
セ
ン
タ
ー
所

長
の
圓
藤
吟
史
氏
が
、
新
た
な

化
学
物
質
管
理
規
制
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
化
学
物
質
管
理
、
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
事
例
と

し
て
、
株
式
会
社
イ
シ
ト
ク
と

東
京
イ
ン
キ
の
二
社
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
モ
ニ
タ
を
用
い
た
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
が
、
化
学
物

質
に
つ
い
て
は
次
か
ら
次
へ
と

新
た
な
規
制
が
出
て
く
る
た
め

各
社
と
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い

ま
す
。 

 

                                

日
本
印
刷
産
業
連
合
会
主
催
で 

Ｇ
Ｐ
工
場
交
流
会
と
労
働
安
全
セ
ミ
ナ
ー 

 

雄
型
用
紙
が
四
月
一
日
よ
り
一
五
％ 

わ
ず
か
一
年
半
で
三
回
目
の
値
上
げ
に 



二
月
度
理
事
会
議
事
録 

  

■
日 
時 

令
和
五
年
二
月

三
日(

金)
  

午
後
六
時 

 

■
場 

所 
組
合
会
議
室 

■

出

席

者 
 

北

島

憲

高 

本
間
敏
道 

 

平
山
愛
二
郎 

保

坂
知
彦 

清
宮
和
夫(

参
与)

 

■
欠
席
者 

大
澤
雅
純 

 
藤

井
雅
一 

藤
井
崇
徳 

 

川
野
豊

久 《
議
題
》 

① 

組
合
取
扱
商
品
に
つ
い
て 

本

間

専

務

理

事

よ

り

組

合

取
扱
商
品
の
雄
型
用
紙
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
下
田
工
業
に
預

か
り
と
い
う
形
で
、
そ
の
都
度

組
合
に
配
送
し
て
も
ら
っ
て
い

た
が
、
下
田
工
業
が
社
内
改
革

の
た
め
今
後
預
か
り
が
で
き
な

い
と
通
告
さ
れ
、
組
合
に
は
在

庫
す
る
場
所
が
な
い
た
め
、
ゼ

ネ
ラ
ル
タ
ッ
ク
さ
ん
に
お
願
い

を
し
て
、
取
り
あ
え
ず

1
.6

㎜

の

2
,0

0
0

枚
の
内
、1

,0
0

0

枚
を
預
か
り
と
い
う
形
で
練
馬

工
場
に
置
か
せ
て
も
ら
う
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
プ
レ
ス
ボ
ー
ド

0
,2

5

ｍ
ｍ5

,3
0

0

枚
は
組
合
の
屋
上

の
倉
庫
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た

が
、
屋
上
ま
で
上
げ
る
の
は
か

な
り
の
重
労
働
の
た
め
、
ゼ
ネ

ラ
ル
タ
ッ
ク
さ
ん
の
営
業
二
名

が
手
伝
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
も
併
せ
て
報
告
さ
れ

了
承
さ
れ
た
。 

 

さ
ら
に
現
在
組
合
員
は
一
万

円
以
上
の
購
入
で
送
料
が
無
料

に
な
っ
て
い
た
が
、
す
で
に
運

賃
も
大
幅
に
上
が
っ
て
お
り
、

今
後
も
流
動
的
で
あ
る
た
め
に

送
料
に
つ
い
て
は
四
月
一
日
以

降
別
途
徴
収
す
る
こ
と
で
了
承

さ
れ
た
。 

②
勉
強
会
に
関
し
て 

教

育

経

営

委

員

会

の

清

宮

委
員
長
か
ら
今
後
の
勉
強
会
の

テ
ー
マ
が
い
く
つ
か
提
案
さ
れ

て
い
る
の
で
、
優
先
事
項
を
付

け
て
来
期
開
催
し
た
い
と
報
告

が
あ
り
、
北
島
理
事
長
か
ら
は

六
月
の
第
一
週
か
第
二
週
に
九

州
の
組
合
主
催
で
大
阪
の
久
保

井
イ
ン
キ
と
ミ
ラ
ク
ル
工
業
の

工
場
見
学
会
が
予
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
後
日
案
内
を
す
る
こ

と
で
了
承
さ
れ
た
。 

ま

た

、

ラ

ベ

ル

コ

ン

テ

ス

ト
に
関
し
て
、
毎
回
同
じ
企
業

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
一
部
よ
り
批
判
、

不
満
が
出
て
い
る
た
め
に
ル
ー

ル
の
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。 

③
令
和
五
年
度
総
会
に
つ
い
て 

 

本
間
専
務
理
事
よ
り
令
和
五

年
度
通
常
総
会
は
五
月
二
十
六

日(

金)

午
後
四
時
よ
り
、
上
野

東
天
紅
に
於
い
て
開
催
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
懇
親
会
を
午
後
六
時
よ
り

開
催
す
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。 

 
 

さ

ら

に

来

期

は

役

員

改

選

の
年
の
た
め
今
期
で
退
任
さ
れ

る
方
も
お
り
、
人
事
に
つ
い
て

も
話
し
合
わ
れ
後
日
さ
ら
に
煮

詰
め
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。 

④
そ
の
他 

年

次

大

会

が

十

月

十

三

日

(

金)

に
、
日
航
ホ
テ
ル
金
沢
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
も
併
せ
て
報

告
さ
れ
た
。 

終
了
午
後
七
時
半 

 
阿
部
工
機
製
作
所 

が
協
賛
会
に
加
入 

 

阿

部

工

機

製

作

所

は

こ

の

ほ
ど
協
賛
会
へ
の
加
入
が
承
認

さ
れ
、
二
月
一
日
よ
り
会
員
と

な
り
ま
し
た
。 

■
代
表
者
・
阿
部
清
徳 

■

住

所

・

葛

飾

区

立

石

六

の
十
八
の
十
二 

■
電
話
・
三
六
九
七-

一
一

三
六 

 

■
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
三
六
九
七-

一

一
三
七 

■

業

務

内

容

・

ラ

ベ

ル

印

刷

機

の

売

買

・

修

理

な

ど
。 

 

ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

作
品
集
を
販
売
中 

 

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会
は
、
「
第
三
十
二

回
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
集
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。 

本

作

品

集

は

、

第

三

十

二

回
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

に
応
募
さ
れ
た
全
作
品
を
網
羅

し
て
、
作
品
製
作
に
際
し
て
の

使
用
の
印
刷
機
械
メ
ー
カ
ー
・

使
用
イ
ン
キ
・
使
用
原
紙
材
料

銘

柄

な

ど

の

他

、

作

品

の

用

途
・
機
能
・
製
作
秘
話
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

価
格
は
組
合
員
・
会
友
・
協
賛

会
員
は
一
部
二
万
四
千
五
百
円

（
税
・
送
料
込
み
）
で
す
。 

 

           

           

           



      

第
六
章 

あ
な
た
は
あ
な
た

の
微
生
物
が
食
べ
た
も
の
で
で

き
て
い
る(

２) 

調

理

が

食

品

の

栄

養

価

に

ど
ん
な
違
い
を
与
え
る
の
か
、

食
べ
物
か
ら
ど
れ
だ
け
の
量
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
出
せ
る
か

が
生
物
学
の
す
べ
て
で
す
。
微

生
物
の
姿
か
た
ち
、
ふ
る
ま
い

が
食
料
入
手
と
関
係
な
い
は
ず

が
な
い
。 

栄

養

摂

取

は

小

腸

の

仕

事

、

学
校
で
は
小
腸
は
栄
養
を
吸
収

す
る
と
こ
ろ
、
大
腸
は
水
分
を

吸
収
し
て
食
べ
カ
ス
を
固
形
に

す
る
と
こ
ろ
、
虫
垂
は
あ
っ
て

も
な
く
て
も
い
い
と
、
大
腸
の

重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。 

大

腸

は

微

生

物

の

力

を

借

り
て
ヒ
ト
の
必
須
ビ
タ
ミ
ン
を

合
成
さ
せ
、
そ
れ
を
吸
収
し
て

い
る
場
所
で
あ
る
こ
と
、
大
腸

に
微
生
物
が
い
な
け
れ
ば
私
た

ち
の
健
康
は
維
持
で
き
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
栄
養
摂
取
は

微
生
物
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。 

 
 

抗
生
物
質
だ
け
が
肥
満
そ 

      の
他
の
二
十
一
世
紀
の
原
因
で

は
な
い
。
食
生
活
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
私
た
ち

の
食
べ
方
が
変
わ
っ
た
。 

本

来

動

物

、

植

物

で

あ

る

は
ず
が
、
ス
ー
パ
ー
で
は
動
物

や
植
物
に
見
え
る
商
品
は
あ
ま

り
に
も
少
な
い
。
箱
に
入
れ
ら

れ
た
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
包
装
さ

れ
た
菓
子
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
、

出
来
合
い
食
品
、
朝
食
シ
リ
ア

ル
の
多
い
こ
と
、
食
品
店
で
は

な
く
倉
庫
か
と
思
う
ほ
ど
。 

料

理

す

る

暇

が

な

い

ほ

ど

忙
し
い
人
の
た
め
に
フ
ァ
ー
ス

ト
フ
ー
ド
店
や
総
菜
や
た
だ
の

水
で
な
く
缶
入
り
炭
酸
ド
リ
ン

ク
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
ジ

ュ
ー
ス
、
自
分
の
食
べ
る
も
の

に
関
し
て
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
を
止
め
て
し
ま
っ

た
。 自

炊

す

る

頻

度

は

下

が

り

、

食
べ
物
を
自
分
で
育
て
る
こ
と

は
な
く
な
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
食

材
が
化
学
薬
品
に
頼
っ
て
狭
い

と
こ
ろ
で
効
率
よ
く
生
産
さ
れ

て
い
る
。
自
分
の
食
生
活
は
健

康
的
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
い

る
。
現
代
の
食
事
は
私
た
ち
に

は
あ
ま
り
適
し
て
い
な
い
。 

 

最
善
の
食
生
活
と
は
ど
ん
な

も
の
で
あ
る
か
誰
も
が
納
得
す

る
よ
う
な
答
え
は
な
い
。
ダ
イ

エ
ッ
ト
が
人
気
、
ロ
ー
カ
ー
ボ

(

低
炭
水
化
物)

ロ
ー
フ
ァ
ッ
ト

(

低
脂
肪)

、
ロ
ー
Ｇ
Ｉ(

低
イ

ン
ス
リ
ン)

、
ど
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
選
ぼ
う
が
自
分
の
食
べ
物

を
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

よ
う
に
な
る
だ
け
で
、
か
な
り

の
部
分
食
生
活
は
改
善
す
る
は

ず
。
ほ
ん
の
百
年
前
今
苦
し
ん

で
い
る
よ
う
な
病
気
は
な
か
っ

た
。 パ

ッ

ケ

ー

ジ

食

品

、

フ

ァ

ー
ス
ト
フ
ー
ド
も
な
か
っ
た
。

食
生
活
は
天
と
地
ほ
ど
も
違
う
。

欧
米
式
の
え
さ
を
一
日
与
え
る

だ
け
で
ラ
ッ
ト
の
微
生
物
の
組

成
比
が
変
わ
り
そ
れ
ま
で
と
は

違
う
遺
伝
子
が
働
く
よ
う
に
な

る
。
二
週
間
も
す
れ
ば
マ
ウ
ス

も
ラ
ッ
ト
も
太
り
始
め
る
。 

 
 

脂

肪

を

増

や

し

て

炭

水

化

物
を
減
ら
す
餌
を
マ
ウ
ス
に
与

え
る
と
微
生
物
の
組
成
が
変
わ

り
体
重
が
増
え
、
腸
壁
の
透
過

性
が
高
ま
り
血
中
に
ポ
リ
多
糖

が
増
え
各
種
の
炎
症
マ
ー
カ
ー

が
上
昇
す
る
。 

 

こ
の
変
化
は
肥
満
だ
け
で
な

く
、
２
型
糖
尿
病
や
自
己
免
疫

疾
患
、
心
の
病
気
に
も
み
ら
れ

る
。
男
性
の
場
合
脂
肪
摂
取
と

Ｂ
Ｍ
Ｉ
値
に
関
連
性
は
全
く
な

く
、
女
性
の
場
合
脂
肪
摂
取
が

高
い
国
で
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
値
が
低
く
、

脂
肪
摂
取
が
低
い
国
で
は
Ｂ
Ｍ

Ｉ
値
が
高
か
っ
た
。 

脂

肪

が

多

く

食

べ

た

か

ら

と
言
っ
て
も
必
ず
し
も
太
る
と

は
限
ら
な
い
。
糖
の
摂
取
に
つ

い
て
は
も
っ
と
判
断
が
難
し
い
。

全
般
的
な
カ
ロ
リ
ー
摂
取
の
増

加
も
体
重
増
加
の
説
明
に
は
な

り
そ
う
に
な
い
。 

脂

肪

や

糖

が

悪

く

な

い

と

は
言
っ
て
い
な
い
。
食
べ
過
ぎ

れ
ば
や
っ
ぱ
り
悪
い
。
脂
肪
、

糖
、
カ
ロ
リ
ー
の
摂
取
量
だ
け

で
肥
満
の
増
加
を
完
全
に
説
明

で
き
な
い
。
先
進
国
の
食
生
活

で
増
え
た
も
の
を
探
す
の
で
は

な
く
、
減
っ
て
し
ま
っ
た
も
の

に
目
を
向
け
て
み
た
。 

 

※
こ
の
記
事
に
関
し
て
組
合

事
務
局
ま
で
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。 

   

                

                 

 

寄
稿
「
生
命
の
種
」
第
二
弾 

(

⒓) 

 

「
自
分
の
食
べ
物
は
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

有)

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｖ 

篠
田 

ち
ゑ 



■
バ
リ
ウ
ム
か
胃
カ
メ
ラ
か 

胃

の

検

査

を

す

る

と

き

に

一
番
悩
む
の
が
、
バ
リ
ウ
ム
検

査
か
胃
カ
メ
ラ
検
査
か
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
バ
リ
ウ
ム
を

飲
む
の
も
嫌
だ
、
胃
カ
メ
ラ
を

飲
む
の
も
嫌
だ
と
い
う
人
が
多

く
、
果
た
し
て
ど
ち
ら
が
い
い

の
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

             

  

胃

の

疾

患

が

疑

わ

れ

て

胃

検
査
を
す
る
際
に
は
、
大
ま
か

に
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

一
つ
目
は
胃
内
視
鏡
検
査
、
い

わ
ゆ
る
胃
カ
メ
ラ
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
も
う
一
つ
が
胃
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
い
わ
ゆ
る
バ
リ

ウ
ム
検
査
と
呼
ば
れ
る
も
の
で 

す
。
人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断

な
ど
の
多
く
は
胃
検
査
の
際
、

ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ど
ち

ら
を
選
ん
だ
ら
い
い
の
か
を
迷

う
方
も
少
な
く
は
な
い
で
し
ょ 

う
。
胃
カ
メ
ラ
検
査
に
し
て
も

バ
リ
ウ
ム
検
査
に
し
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
知

っ
た
う
え
で
ど
ち
ら
の
検
査
を

受
け
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。 

■
胃
カ
メ
ラ
の
メ
リ
ッ
ト 

で

は

、

ま

ず

胃

カ

メ

ラ

検

査
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、
口
か

ら
内
視
鏡
を
入
れ
て
直
接
食
道
、

胃
、
十
二
指
腸
と
医
師
が
目
で

観
察
す
る
検
査
で
す
の
で
、
粘

膜
の
微
細
な
変
化
を
見
逃
し
に

く
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。 

ま

た

粘

膜

に

気

に

な

る

部

分
が
あ
れ
ば
、
そ
の
部
分
の
組

織
を
そ
の
場
で
取
っ
て
病
理
検

査
に
回
す
こ
と
が
で
き
る
の
も

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。 

デ

メ

リ

ッ

ト

は

、

や

は

り

検
査
に
苦
痛
を
伴
う
と
い
う
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
嘔

吐
反
射
が
強
い
場
合
は
、
カ
メ

ラ
を
飲
み
込
む
時
だ
け
で
は
な

く
検
査
の
間
中
、
嘔
吐
感
が
続

く

こ

と

も

考

え

ら

れ

ま

す

。 

こ
の
場
合
の
対
処
法
と
し
て
は

鼻
か
ら
カ
メ
ラ
を
入
れ
る
経
鼻

内
視
鏡
を
用
い
た
り
、
鎮
静
剤

に
よ
っ
て
苦
痛
を
軽
減
さ
せ
る

方

法

な

ど

が

あ

り

ま

す

。 

 

こ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

・
麻
酔
薬
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク 

・
嘔
吐
反
射
に
よ
る
出
血 

・
嘔
吐
反
射
や
カ
メ
ラ
挿
入
感

の
き
つ
さ 

・
交
通
手
段
に
制
限
が
か
か
る

可
能
性
が
あ
る 

・
希
望
日
通
り
に
予
約
で
き
な 

 
 

 

 

い ■
バ
リ
ウ
ム
の
メ
リ
ッ
ト 

次

に

バ

リ

ウ

ム

検

査

の

メ

リ
ッ
ト
で
す
が
、
食
道
や
胃
の

動
き
、
食
べ
物
の
通
り
方
、
胃

の
全
体
の
形
が
よ
く
分
か
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
胃

の
萎
縮
の
進
行
度
合
い
で
胃
カ

メ
ラ
で
は
分
か
り
づ
ら
い
ス
キ

ル
ス
性
胃
が
ん
の
診
断
に
も
役 

に
立
つ
。 

デ

メ

リ

ッ

ト

は

、

異

常

が

発
見
さ
れ
て
も
そ
の
場
で
処
置

が
出
来
な
い
こ
と
や
、
検
査
後

の
処
置
が
面
倒
で
あ
る
こ
と
、

少
な
か
ら
ず
放
射
線
被
曝
を
す

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

・

バ
リ
ウ

ム
に

よ
る
腸

閉
塞

の
リ
ス
ク 

・
胃
粘
膜
の
色
が
わ
か
ら
な
い 

・
要
精
密
検
査
と
な
る
と
内
視

鏡
検
査
が
必
須 

・
検
査
後
に
下
剤
を
飲
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い 

・
胃
液
が
多
い
と
検
査
精
度
が

下
が
る 

・
ゲ
ッ
プ
を
す
る
と
再
度
発
泡

剤
の
服
用
が
必
要
。 

  

■
結
局
ど
っ
ち
が
い
い
の 

 

ど
ち
ら
も
つ
ら
い
検
査
で
は

あ
り
ま
す
が
、
バ
リ
ウ
ム
検
査

を
し
て
異
常
が
見
つ
か
っ
た
場

合
は
胃
カ
メ
ラ
に
よ
る
検
査
が

必
要
に
な
る
の
で
、
最
初
か
ら

胃
カ
メ
ラ
に
よ
る
検
査
を
し
た

ほ
う
が
い
い
と
い
う
の
は
、
消

化
器
系
の
医
師
の
多
数
意
見
の

よ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
費
用
の
点
で
は
バ
リ

ウ
ム
の
方
が
若
干
安
い
よ
う
で

す
が
、
胃
カ
メ
ラ
も
最
近
で
は

か
な
り
安
く
な
っ
て
い
る
よ
う

で
、
三
割
負
担
で
五
千
円
程
度

が
相
場
の
よ
う
で
す
。
あ
と
は

あ
な
た
次
第
で
す
。 

 
【
参
考
資
料
】 
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g

/ 

                                 

No173 健康がいちばん !   

バ リ ウ ム か 胃 カ メ ラ か    

どちらにもメリットとデメリット 



    

阿
部
工
機
製
作
所(

東
京
都

葛
飾
区
立
石
六
の
十
八
の
十
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
六
九
七-
一
一
三
六)

 

で

は

、

凸

版

式

間

欠

輪

転

機 

「
Ａ
Ｋ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｍ-

二
八
〇
Ｆ
」 

を
販
売
し
て
い
る
。 

 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｖ
を
搭
載
し
た
事

に
よ
り
、
印
刷
開
始
時
の
ズ
レ 

  

     

           

   

    

を

最

小

限

に

抑

え

、

印

刷

費

（
材
料
・
電
気
な
ど
）
を
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

印
刷
物
に
よ
っ
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
枚
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
消
費
電
力

を
抑
え
印
刷
費
を
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

                     

     

主
な
各
装
置
は
次
の
通
り
。 

【
ユ
ニ
ッ
ト
】
版
胴
カ
バ
ー
が 

簡
単
に
外
せ
る
シ
ン
プ
ル
な
構

造
で
す
。
版
胴
に
天
地
調
整
機

能
は
無
く
、
ユ
ニ
ッ
ト
に
完
全

に
ロ
ッ
ク
し
ま
す
。
※
ユ
ニ
ッ

ト
本
体
に
調
整
機
能
が
あ
り
ま

す
。 

【
版
胴
カ
バ
ー
】
取
手
が
付
い

て
い
る
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
構

造
で
す
。 

【
版
胴
】
版
胴
も
取
手
が
付
い

て
い
る
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
構

造
で
す
の
で
取
り
付
け
が
簡
単

で
す
。 

【
操
作
】
操
作
全
ユ
ニ
ッ
ト
に

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
が
付
い
て
い
ま

す
。
ユ
ニ
ッ
ト
下
部
に
黒
く
て

長
い
取
手
が
あ
り
、
そ
れ
を
回

転
さ
せ
る
と
ユ
ニ
ッ
ト
全
体
が

天
地
に
移
動
し
ま
す
。
全
体
が

動
く
の
で
や
や
硬
い
で
す
。
ま

た
、
ユ
ニ
ッ
ト
を
移
動
さ
せ
る

ハ
ン
ド
ル
が
付
い
て
い
ま
す
。

オ
プ
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
が
、

ユ
ニ
ッ
ト
の
自
動
移
動
も
あ
り
、

送
り
量
を
入
力
す
れ
ば
自
動
で

定
位
置
に
ユ
ニ
ッ
ト
が
移
動
し

ま
す
。
な
お
、
Ｕ
Ｖ
ロ
ー
ラ
は 

    

テ
ク
ノ
ロ
ー
ル
製
を
使
用
し
て

い
ま
す
。 

【
イ
ン
ク
壺
】
イ
ン
ク
壺
及
び

ロ
ー
ラ
ー
・
呼
び
出
し
ロ
ー
ラ

ー
は
ご
く
一
般
的
な
形
状
で
す
。 

【
土
台
】
ユ
ニ
ッ
ト
部
の
土
台

が
色
ご
と
に
分
割
さ
れ
て
い
ま

す
。
後
か
ら
一
色
分
追
加
し
た

り
、
裏
印
刷
を
追
加
で
き
ま
す
。

全
て
分
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、

一
色
機
か
ら
製
作
可
能
で
す
。

サ
イ
ズ
は
四
色
＋
平
抜
で
（L

）

5
,0

5
0

m
m

×
(
W

)
1

,3
0

0
m

m
 

×
(
H

)1
,8

0
0

m
m

と

な

り

ま

す

。

な

お

、

一

色

の

長

さ

は

6
0

0
m

m

で
す
。 

【
給
紙
部
】
原
反
掛
け
か
ら
上

に
上
が
り
そ
の
ま
ま
蛇
行
修
正

機
を
通
り
ま
す
。
原
反
の
奥
に

見
え
る
の
は
ダ
ン
サ
ー
ロ
ー
ラ

ー
で
す
。 

【
蛇
行
修
正
装
置
】
マ
ク
セ
ス

製
の
蛇
行
修
正
装
置
を
使
用
し

て
い
ま
す
。 

 

同
社
で
は
シ
ー
ル
印
刷
に
関

す
る
様
々
な
問
い
合
わ
せ
に
対

応
し
て
い
ま
す
。 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

 a
b

e
k

o
u

k
i.c

o
m

 

                                 

第
二
〇
一
回

「
阿
部
工
機
製
作
所
」 

凸版式間欠輪転機を発売 

「ＡＫＳＩＰＭ－２８０－Ｆ」 

ＬＥＤＵＶ搭載で消費電力を削減 

 

 
 

http://abekouki.com/products.html

